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論文内容の要旨
本研究は刻酸生産菌株である Aspergillus orvzαe No.69を使用し深部培養による苅酸生産を行なう
ことを目的とし、掬酸の大量生産と回収、グルコースを基質とした場合の掬酸の生合成機構、回分培
養過程の定式化とその連続培養への応用について検討したもので 4 章からなっている。
緒論で、は麹酸醗酵についての従来の研究を要約し、本研究の目的についてのベた。
第 1 章では、深部培養における掬酸生産条件を窒素源、炭素源、通気の影響などについて検討し、
窒素源はベプトン、炭素源はグルコースが一番有効であることを示した。通気効果については Kd を
指標とし、 Kd の高い程鞠酸の収量も良く、また、 Kd をスケールアップの基準と出来るものと考え
た。期酸醗酵の培養経過にわいて菌体の増殖相と掬酸生産相との聞に時相のずれが存在し、鶏酸生産
を有効に行なうにはこれに適した培養方法をとる必要があることを確認したO
第 2 章では、前章でえられた結果をもとに麹酸の大量生産と回収について検討した。 30Ø ジャーフ
ァーメンターで鶏酸生産に最適の Kd を求め、これをもとに300Ø ファーメンターへのスケールアップを
行ない期待通りの掬酸の蓄積を認めた。次に工業化のために1500Ø タンクで十分な通気撹持条件のも
とで培養を行ない、培養鴻液を直接濃縮する方法で麹酸を回収した。回収率は総計87% になりこの方
法でも十分に回収で、きることを示した。
第 3 章では、代謝阻害剤の鶏酸生産への影響わよびグルコースからの生合成機構について検討した。
解糖系、 TCA系の阻害剤はいずれも 10-3~10- 4 M濃度で麹酸生産台よび糖消費を阻害した。また、
解糖系の阻害剤による掬酸生産の阻害は、 TCA系の代謝中間体の添加によってほぼ完全に回復され
た。この機構は阻害された菌体が、これらの中間体を利用して獲得したエネルギーによる阻害からの
解放であることを認めた。次に、 1-14 C -グルコース、 6_14 C ーグルコースを基質として生成し
た麹酸中の14 C の分布、 5 -3H ーグルコを基質とした場合の 3Hの耕酸へのとりこみを検討し、グル
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コースからの鶏酸生合成の機構はその大部分がグルコースの炭素鎖の開裂のない直接的変化であるこ
とを明らかにした。
第 4 章では、親酸の生合成経過を考慮し、回分培養における菌体増殖と嫡酸生産過程の定式化とそ
の連続培養( 2 槽)への応用について検討した。物質収支から菌体増殖の式、グルコースから嫡酸生
成の過程で律速酵素反応を仮定して朔酸生産を表わす式を誘導し、これらの式によって回分培養の経
過を十分に説明できた。次に、これらの式を連続培養の式に代入して期酸の理論収量を算出し、実測
値と比較して回分培養と連続培養との相違を定量的に明らかにすることができた。
論文の審査結果の要旨
本論文は強力な刻酸生産株 Aspergillus orvzαe Noω株およびその改良株を用い、深部培養におけ
る生産の生理と動力学を解明し、培養経過の定式化を達成し、さらにその工業化に必要な諸元とくに
スケールアップならびに生産物回収の方法などについて重要な知見を得ている。これらの諸成果は菌
蓋培養法を中心として得られた既往の諸知見に対比して、まったく画期的なものであって、本論文は
博士論文として価値あるものと認める。
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